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総本部よりのお知らせ－マリア会 
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昨日、復活祭 8 日間の月曜日、私たちは皆、ローマの司教フランシスコ、私たちの教皇の
死のニュースにショックを受けました。この心に響くニュースは、キリスト者として、修道
者として、私たち一人ひとりの琴線に触れます。普遍教会はその司牧者を、12 年にわたる教
皇職の間とても寛大な心で教会を導いてくれた司牧者を失いました。  
   

総本部の共同体は、ローマ近郊のジェナッツァーノで、私たちが巡礼と兄弟的リラクゼー
ションの時間のために行ったことのある「善き勧めの聖母」 (Madre del Buon Consiglio) 教
会でこのニュースを受け取りました。ここは、1891 年の会憲が承認された翌日の 1891 年  
8 月 3 日に、シムレル神父が聖母マリアにマリア会を託し、感謝を捧げるために行った場所
です。私たちもまた、マリア会を聖母マリアに委ね、全教会のために、また教皇の魂の冥福
のために祈りました。  
   

教皇フランシスコが全教会に与えてきた推進力は疑うべくもありません。彼は、教会が周
辺に出て行くことでより宣教的になり、自己の弱点を認識してより謙虚になり、したがって、
人間に、特に貧しい人々や疎外された人々により近づくのを助けてくださいました。  
   

彼は 150 年ぶりの修道者の教皇でした。そのため、彼は特に男女修道者にとって身近な方
であり、より革新的で予言的な方法で自分たちの召命を生きるために、大胆さを持って「世
界を目覚めさせる」よう私たちを励ましました。そのような訳で、私は総長連合会長、イエ
ズス会総長のアルトゥーロ・ソーサ神父(SJ)から送られた メッセージ （仏語）を皆さんと分
かち合いたいと思います。その中で彼は、教皇が私たちに対して非常に身近であったことを
述べていますが、それは特に、長時間におよぶ自由な会話のために男女の総長たちと定期的
に会合を持つという彼の関心に示されています。私自身も 3 回この会合に参加しています。
ソーサ神父は、私たち修道者が故教皇のメッセージの重要な視点を思い出す助けとなりうる
すばらしい統合をしてくれています。 
   

マリアニストとして、私たちは故教皇の他のメッセージを持ち続けることができます。何
よりも、彼の深いマリア的精神、そしてマリアの私たちを守る行動への信頼です。このマリ
アの現存には、まだ達成されないままになっているプロジェクト、すなわち、教会の中で女
性により大きな場を与えるという教皇の関心をリンクさせることができます。 
  

しかしまた、シノドス的な方法で実行される識別のプロセスに入るようにという教皇の招
き（“共に歩む道は、神が第 3 千年紀の教会に期待される道です (17/10/2015)”）もあります：
私たちの 2024 年の総会はこのシノダリティの道の直接の成果であり、創立者が彼の時代に行
ったように、私たちの生活と活動において若者に優れた場を提供するという私たちの現在の
考察に引き継がれているのです。  
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最後に、霊的な家族が教会の生活と宣教において十全な場を占めるように励ましたいとい

う教皇の変わることのない願望です。彼の霊的家族への多くの関与は、このことを霊的家族
において示そうとするものです。  
  

この最後の 2 つの点には、共通して、洗礼に含まれる召命を完全に生きるようにとの呼び
かけ、最も若い人から最も年長の人まで、すべてのキリスト者が有するこの呼びかけがあり
ます。  
   
 全教会とすべての善意の人々と共に、私たちの教皇であるローマ司教フランシスコの魂の安
息のために祈りましょう。またこの祈りが、全教会の益ための彼の活動への感謝の祈りとも
なりますように。各共同体で、次の提案事項を遵守してください。  

• 9 日間、ミサの故人の記念で教皇に言及すること。  
• この期間中、彼のために特別にミサを捧げること。  
• 私たちの全国的・教区的教会が計画したプログラムに参加すること、またはそれができ

ない場合は、共同体で、あるいは行政単位のレベルで、亡くなった司牧者のために全教
会と共に各共同体がどのように祈るかを決定すること。   
 

これが、教皇フランシスコがしばしば繰り返した「そして、私のために祈ってください!」
というお願いに対する私たちの応え方となるでしょう。  
  
   
教皇フランシスコの魂が安らかに眠りますように!  
彼が教会を見守り続けてくださいますように。  
   
ローマ、2025 年 4 月 22 日、  
   
   
総長評議員会とともに、  
総長アンドレ・ヨセフ・フェティス  
 

 


